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いる．ICP では，使用者の試料に応じて Ar ガスの流量を変え
たり，装置の部品を変えたりしている．  
FIBでは，学生が作製した固体試料を TEM観察できるように微細加工している．Gaイオンビームで試料





私が担当しているグループの実験には，Cu 薄膜の作製とそれの電気抵抗測定，温度変化に伴う Ni と Ge
の電気抵抗測定などがある．教員が実験目的や概要を説明し，TAや私が試料作製方法や装置の使い方のコツ
などを説明する．測定時間が長いので，短い説明で分かりやすく伝えるように心がけている．また，電気抵
抗測定で扱う電気炉は高温なので，それで学生が火傷をしないように，また周辺のコードをこがさないよう
に安全に配慮している．測定後，結果の確認や考察の補助を行う． 
4．その他業務について 
専攻共通実験室に設置されている液体窒素タンクの維持管理，機械工作室の管理，安全衛生巡視，就職情
報の資料整理･専攻ホームページ更新などを行っている．これらにより，実験が効率良くかつ安全に行えるよ
うしている． 
5．おわりに 
 採用から 1年半が経過し，装置の使用方法や学生実験の内容，その他実験を支える業務を理解することが
できた．今後は，さらに知識・技術力を向上し，効率化を意識し業務を遂行する． 
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